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グリーンイノベーション基金事業／
大規模水素サプライチェーンの構築／

水素発電技術（混焼、専焼）の実機実証／
大規模水素サプライチェーン構築に係る水素混焼発電の技術検証
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株式会社JERA

グリーン成長戦略を踏まえたCO2ゼロエミッションへの挑戦

水素混焼発電技術の検討概要

※政府が示す2030年度の長期エネルギー需給見通しに基づく、国全体の火力発電からの排出原単位と比べて。

水素混焼

アンモニア混焼

再生可能エネルギー
• 洋上風力を中心とした開発促進
• 蓄電池による導入支援
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非効率石炭火力停廃止
• 2030年までに非効率石炭火力（超臨界

以下）を全台停廃止

実証 技術的課題の解決
（水素キャリアの選定）

実証 混焼率20%本格運用開始
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JERA2050ゼロエミッション(日本版ロードマップ)

 JERA’s Mission 『世界のエネルギー問題に最先端のソリューションを提供する』
 持続可能な社会の実現に貢献するため、ミッションの完遂を通じて、2050年において国内外の事業のCO₂ゼロエミッションに挑戦(※)。
非効率石炭火力停廃止／石炭・LNGからアンモニア・水素への転換／再エネの導入により、日本国内事業のネットゼロに挑戦。
当社の脱炭素ロードマップにおいて、水素発電は2030年代の商用導入を想定。
新設火力における長期脱炭素電源オークションの応札（LNG専焼）に係り、2030年代での水素混焼運転の開始を計画した脱炭素化

ロードマップを公表。
水素発電に必要な上流技術（水電解装置、アンモニアクラッキング）への経営資源投入も継続して推進。

引用：三菱重工業HPならびにNEDO水素・燃料電池成果報告会2022より抜粋

水素混焼燃焼器への改造イメージ

ガスタービン

2023年度 長期脱炭素電源オークションに落札した知多火力7/8号
LNG専焼火力での脱炭素化ロードマップ

水素発電導入計画

2021年10月 ～ 2025年 3月（2025年2月 NEDOステージゲート審査の結果により、事業中止）

天然ガス焚GTコンバインドサイクルで水素30vol.%混焼実証を行うことにより、
実運用上の課題を抽出し解決を図ることで、火力発電における水素燃料の利用技術確立すること。

• 水素混焼実証試験の対象機を当社発電所より選定し、ガスタービンの仕様に合致した改造範囲の検討

• ガスタービン水素混焼実証に必要となる水素供給設備に関する技術検討

水素ガスタービン（燃焼器）開発の技術進捗により、JERAが2028年度に実証試験を行う意義は喪失
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工程
設備改造 実証試験FS 再FS 事業中止

水素性状評価
(別NEDO事業)

ガスタービン

ノズル改造
(水素混焼対応)

事業スケジュール

今回の事業期間内においては
水素サプライチェーン未構築により、
液体水素ローリー車による供給が必要
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